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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １６ 

令和 元年 ８月２９日 

午前・午後 ３時００分    

議会名 令和 元 年 第 ３ 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号 １７ 番     岡村恵子 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１、「小中学校適正規模・適正

配置基本計画（後期計画）」

について 

（１）手続きの問題、そして

こどもたちの教育中心に据

えた考え方になっているの

かどうかについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）施設一体型小中一貫校

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「後期計画」を決める手順として、議会に説明が

あったのが、６月議会の最終日であり、教育委員

会としての合議が図られた段階で、公表すること

をしていないなど、手続き上問題と考えるがどう

か。 

②「後期計画」を決めるに当たり、こどもたちの教

育重視の考え方から、関係者とどのようなやり取

りをしてきたのか伺う。 

③「後期計画」が、今後２５年間の方向を規定して

しまう方向であるが、「後期計画」で２５年間の方

向を決定するその一番の理由は何か。 

 

①施設一体型の小中一貫校については、学力向上の

観点というものでなく、むしろ財務省の誘導であ

ると指摘もされている。では、本市が進める意図

は何か。 

②つくば市の検証では、何年かたって、小中一貫教

育と施設一体型の小中一貫校ではこどもの成長に

差が出てきているとの指摘もある。教育的な観点

からいかに本市として検証して進めてきているの

か、伺う。 
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２、災害時の支援策について 

（１）災害時の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）７月末におきた竜巻被

害に関して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③もしこの計画が進められるとしても、「中一ギャッ

プ」ではなく、「６年生問題」の新たな出現が指摘

されている。内容的に全国の検証や教訓に学んで、

進めることが必要ではないか。 

 

 

①職員体制の中に、４月から新たに危機管理担当を

配置したが、どのような経緯で配置になったのか

伺う。 

②危機管理担当の、現状での果たす役割とその必要

性は何か。 

③７月の竜巻被害から、危機管理担当を中心に何を

学び、今後何を研究するかそれらの課題をどう捉

えているのか伺う。 

④宇都宮市は、災害に関するサイトを立ち上げ、市

民がいつでも見られるようになっているが、本市

でも立ち上げるなどして市民から見えるようにす

るべきではないでしょうか。 

 

①被害の後の瓦礫の片づけ等、個人責任になったよ

うだが、地域の連携により、弱者救済の観点から、

行政として、もっとリーダーシップが図れなかっ

たのか伺う。 

②宇都宮市や栃木市でも行っている、小規模災害時

の支援策等から学び、本市でも修繕に対する補助

の充実や見舞金等の支援策を講じる等補助制度を

充実させるべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


